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繊維芽細胞増殖因子basic FGFは創傷治癒に重要な役割を果たしている。

臨床においては、スプレー式のbasic FGF製剤、フィブラストスプレーが、

皮膚潰瘍や褥瘡の治療促進を目的として広く用いられるようになってい

る。教室では、 basic FGF製剤を調剤し難治性消化管瘻孔の保存的閉鎖に

用いてその有効性を検討している。

【方法】ヒアルロン酸にフィブラストスプレーの溶解前の製剤を無菌的に

混和しゼリー状のbasic FGFジェル製剤を調整した。

水溶性造影剤で瘻孔を造影したのちアトムチューブもしくは内視鏡の鉗子

からERCP用のチューブを用いてbasic FGFジェルを瘻孔内に投与した。

【症例】６２歳、女性。

【現病歴】

骨盤腹膜炎の診断で、膿瘍ドレナージ、単純子宮全摘出術、子宮付属器摘

出術が施行されたが、術後第二病日よりドレーンより便の排出を認めたた

め、横行結腸人工肛門造設、開腹ドレナージ術を施行。その後、直腸腟瘻

が形成されたため、経腟的腟断端閉鎖術が行われたが、挿入されたドレー

ン（図１）から便と尿が排出され、膀胱直腸瘻となった（図２）。保存的

療法を行ったが難治性で閉鎖しないため、術後性難治性膀胱直腸瘻の診

断にて紹介入院となった。慢性関節リウマチにてステロイドを常用してお

り、また数回にわたる手術既往もあり本人が手術に忌避的であることから

十分なinformed consentのもと、basic FGF製剤の瘻孔内投与50μg/dayを

おこなった。

【結果】週一回の瘻孔造影にて経過を観察したところ、徐々に瘻孔の狭小

化（投与後３８日目 図３）及びドレーンからの便、尿の排液減少を認め

た。投与開始から約２ヶ月半後、ドレーン抜去すると瘻孔の閉鎖が認め

られた。

【考察】皮膚の創傷治癒促進薬として用いられるbasic FGFは、皮膚潰瘍

や褥瘡以外にも外科領域における応用範囲は広い。瘻孔に投与する際に

は、瘻管内の肉芽組織に薬剤が一定時間、接している必要がある。瘻管内

の壊死物質や尿や消化液、 細菌から健常な肉芽組織を保護することも早

期閉鎖のための重要因子と思われる。抗癌剤や照射療法、ステロイドの使

用など正常な組織修復の障害が想定される病態下においてはbasic FGFジェ

ルが有用と思われる。
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図１ 横行結腸ストマと左下腹部のドレー
ン、尿と便の流出が認められた。

図２ 治療開始時のドレーンからの瘻孔造
影。直腸と膀胱が造影される。

図３ 治療開始後38日目の瘻孔造影。瘻
管の縮小化が見られた。ドレーンを
少しずつ抜去したところ瘻孔の閉鎖
が認められた。
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第37回日本創傷治癒学会を下記の通り、開催いたします。

〒220-8173　 神奈川県横浜市西区みなとみらい2-2-1-3　

TEL：045（221）1111〔代表〕

みなとみらい線　「みなとみらい駅」より徒歩3分

JR京浜東北線・横浜市営地下鉄　「桜木町駅」より徒歩5分

プログラム：・ 新しい創傷管理（縫合材料を含む）

 ・ 創傷治癒と感染対策（創感染の予防と治療）

 ・ 再生医療のUpdate（Stem cell／分子生物学的アプローチ）

 ・ 瘢痕の防止と治療

 ・ 褥創治療の最前線

 ・ 難治性潰瘍のトピックス

＊ 外人招請講演：Patricia A Hebda (Editor-in-Chief of   
 　　 University of Pittsburg School of Medicine)　 

　  　　　　

　　　　予定

会　長 ： 嶋田　紘（横浜市立大学大学院医学研究科　消化器病態外科学）

会　期 ： 平成19年12月 6日(木) ～ 7日(金)

会　場 ： 横浜ロイヤルパークホテル

住　所 ： 〒236‐0004　神奈川県横浜市金沢区福浦3丁目9

  横浜市立大学大学院医学研究科　消化器病態外科学

  事務局　渡會　伸治

TE L  : 045（787）2650

FAX  : 045（782）9161

URL：http://www.congre.co.jp/jswh2007

連絡先 ： 第37回 日本創傷治癒学会事務局

なお、演題募集などの学会最新情報は、当学会ホームページhttp://www.jswh.com/　

をご参照下さい。また、演題申し込みはUMINシステムを用いたインターネットオンライ

ン登録によります。

第37回 日本創傷治癒学会のご案内（第2次）

http://www.yrph.com
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